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毎月最終水曜日にゆうゆう健康クラブで料理教室を行っています。

今年度は、家庭で作られている季節の野菜を使い、簡単で手間のかからない

節約メニューをコンセプトに活動してきました。この料理教室は、毎回ご家

庭でのアイデアや工夫など話をしながら作る楽しい料理教室です♪料理をす

ることによって脳を活性化させたり、心と体の健康にもつながります。

皆さんも一緒に参加して、食に対する意識を高めていきませんか♪

３月２０日（祝・金） １０時～

隣保館教養講座閉講式

三者共催人権コンサート

「山本陽子さん＆光星壮馬さんのトーク＆コンサート」

～唄と共に優しく人権を考えよう～

今年度最後の講演会となります。

たくさんのご参加、お待ちしています‼

❀❀❀３月３日（火） コサージュ作り❀❀❀

フラワーパークで一緒に活動してきた地域の皆さんと５年

生が、６年生に卒業のお祝いと、この活動をつないでくれ

たことへの感謝の気持ちを込めてコサージュを作りプレゼ

ントします♪ 時間：１０時４０分～（大和小にて）

❤ プチっと 人権講座 ❤「新型コロナウィルス感染問題に思う」

最近の皆さんの関心は何と言っても「新型コロナウイルス感染問題」ではないで

しょうか。

今回に限らず、災害などが発生すると必ず、デマやうわさ等が飛び交います。

特に最近はインターネットの他、ＳＮＳの普及でデマやうわさの拡散のスピードが

格段に速くなり、色々な情報が溢れています。今回は発生源が中国と言われている

ために、中国に対する偏見を含んだデマ・うわさの発言・発信も多いように思いま

す。

ある教授のお話によると、デマの要因は「不安」、「怒り」そして「善意」と言

われています。得体の知れないことが起きているという「不安」、いつ事態が収ま

るのかという「怒り」、そして、少しでも人の助けになる情報を伝えようという

「善意」の３つが組み合わさって拡散すると言われています。

普段のうわさは『誤っている』と分かれば沈静化する場合も多いようですが、今

回のように状況の確認が困難な場合は中々、デマ・うわさの事実確認は難しいよう

です。

深刻なのは災害時のデマやうわさに伴い差別の問題が生じることです。

かつて、関東大震災の発生後、多くの朝鮮半島出身の方が殺害されたことをご存

知の方も多いと思います。当時の外国人排斥の動きも背景にあったのではないかと

言われています。

今でも災害など、非常事態が発生すると外国人に対する根拠のないうわさが流れ

ることがあります。

『流言は知者に止まる』ということわざがあります。

根拠のないうわさが広まっても知恵のある人は根拠のない話を広めないので、う

わさはそこで止まるという意味です。

情報を受け取った時に、まず真偽を確認し「うのみにしない」、「拡散しない」、

「すぐに行動に結びつけない」という「情報に対する態度」を身につけておくこと

も、情報量が多くなった現代では大事なことではないでしょうか。うわさだけで他

人をおとしめる事が無いように心がけたいものです。

３日（火） コサージュ作り（１０時４０分～）

５日（木） 避難訓練

１０日（火） 絵手紙だよりボランティア

１２日（木） ニコニコ健康教室

喜楽会

１６日（月） あみものクラブ

１８日（水） 華道教室・高梨華道教室

２０日（金） 三者共催講演会 １０時～

２１日（土） 習字教室

２４日（火） 神楽面作り教室

２５日（水） ゆうゆう健康クラブ

２７日（金） 切り絵教室

≪ 相談事業 ≫

隣保館はいろいろな相談をお受けしています。

内容は、パソコンの操作方法から申請書などの書き方、日常生活で困っている事や

就労のことなど幅広くあつかっています。

難しい問題でも、各関係機関との連携を取りつつ、解決に向けて寄り添います。

知りたいことやどこに相談していいかわからないことなど、お気軽にご相談ください。

※ハローワークより求人情報が毎月隣保館に送られてきます。※

求職されている方や最新情報が知りたい方は、隣保館までご連絡ください。

★知って得する？情報コーナー★

令和に入り、わが家に家族（犬）を迎えることになりました。

子どもたちに「絶対大事に育てる」と言われ、悩みぬいて決断しました。

私はそれまで、幼い頃に経験した身近な家族との別れや飼っていた動物

との悲しい別れがよぎり、ずっと目を背けていたことでもありました。

しかし、子犬がやってきた当日から、さっそく子どもたちに変化がありま

した。排泄のことや散歩も毎日欠かさずするようになり、２歳の次男は急

に言葉も増えました。

命には限られた時間があり、一緒に居るこの時間はかけがえのない大

切なものだと思います。この価値ある大切なことを子どもたちにもしっかり

と経験させて、一緒に乗り越え見守っていきたいと思います。


